
TCK12129007402.pdf (0 - 16 m) 1/2 ページ

ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県下水道管理事務所 2009-10-19 ～ 2009-10-20
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61.05 1.60 1.60

盛土(礫混
じりシル
ト)
(BS)

60.55 0.50 2.10

黒ボク
(Kb)

59.65 0.90 3.00

ローム
(Lm)

58.35 1.30 4.30

鹿沼軽石
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56.15 2.20 6.50

火山灰質
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54.55 1.60 8.10
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り砂礫
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53.25 1.30 9.40
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51.85 1.40 10.80

中砂
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50.65 1.20 12.00
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48.15 1.80 14.50
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造成時の盛土であり礫混じりシル
トが主体
含水量やや多く粘性大きい
1.55m付近に金属片を確認

含水量がやや大きく粘性小さい
腐植物を混入している

含水量が中位で粘性は小さい
下部半固結し硬い

φ2～4mmの粒径で多孔質構造を
呈す
含水量は非常に多い
4.0m付近から赤褐色を呈す

ローム層が水中変質したものであ
る
含水量はやや少なく粘性小さい
5.70m付近から固結し非常に硬い
6.35～6.50m間は細砂を呈す

φ10～50mmの円・亜円礫で構成
礫間は粒径不揃いな砂と多量の粘
土により充填されている
風化礫が多く混じる
6.00～6.80m間は漏水があり孔壁
が崩壊し易い

上部は含水量多く粘性大きいが下
位に従い含水量少なく固結度が増
す
9.0m付近から半固結状を呈し硬い

粒径不揃いな中砂を呈す
上部9.8m付近まで細砂が優勢
9.8～9.9m間は礫層を挟む

粒径不揃いな細砂を呈す
シルトの薄層をシーム状に挟む
非常に締まった堆積状態である

粒径均一な細粒砂を呈し，シルト
で充填されている
固結の程度が高く非常に締まって
堆積している
粒径不揃いな粗砂を呈す
φ5～10mm程度の円,亜円礫が混じ
る
シルト分が不規則に混じる

φ10～50mmの円・亜円礫で構成
されている
礫間は粒径不揃いな砂と少量のシ
ルトにより充填されている
所どころ礫が少ない部位を挟んで
いる
16.0m付近より粘土シルト分が多
く混じる
全体に非常に締まって堆積してお
り，孔壁の崩壊はなく自立性高い
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φ10～50mmの円・亜円礫で構成
されている
礫間は粒径不揃いな砂と少量のシ
ルトにより充填されている
所どころ礫が少ない部位を挟んで
いる
16.0m付近より粘土シルト分が多
く混じる
全体に非常に締まって堆積してお
り，孔壁の崩壊はなく自立性高い
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